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■ 会長挨拶 /大森　薫 会長
　皆さん、こんにちは。先週、10 月 10 日、会員増強オープン例会には皆様のご協力により､

沢山のお客様にご出席いただきました。心より感謝申し上げます。

　今回の企画は昨年の花光クラブ奉仕委員長のアンケートで 16 点と要望の多かったので、企

画させてもらいました。

　私は経済活動の中こそ、人間の考え方や生き方が出くるものと思っております。日本人は元々、

経済的な感性が高く、生きるための工夫が昔から行われてきた国民だったと思っております。

(1) 日本の子供たちはどこの国の子供たちより圧倒的優れた経済観念を持っています。例えば、

日本のマンガはなぜ、これほどまでに発展したのでしょうか？世界に日本のマンガは翻訳され

各国に輸出され、ブームを起こしております。
　それは、本屋で子供達がマンガを買ったからです。子供が毎週買う。売れるから出版社は発行する。さらに子供は買う。

発表の場を求めて優秀な才能を持った漫画家達が集まる。おもしろい作品は大ヒットし、出版社は儲かる。貯まった

資金を新雑誌創刊に投資する。市場は一気に拡大急成長する。こうして日本独自のマンガ文化が花開き、発展していっ

た。では、なぜ日本の子供達は毎週マンガを買えたのでしょうか？それはお金を持っていたからです。毎月のお小遣い、

お正月のお年玉、また、親戚の集まりなど、お金をもらえる機会が沢山あった。このように無条件で子供にお金を渡

す国は少ない。「欲しいときに欲しいものを自分で買いたい。」と誰でも思います。そのためにお小遣いを貯めたり、色々

工夫をします。日本の子供はお金を自由に使える。子供がお金を自分の考えで、使える国なんて日本以外にない。そ

して使い方も日本の子供は節度があり非常に優れている。しかもそれを教育するシステムまである。例えば、遠足で

食べるお菓子です。300 円の予算内でどうやってバランスを取るか？みんなが工夫する。日頃からお金と接している

日本の子供だからなのです。日本は世界の子供にない独特の金銭感覚持っている国です。小さいときから毎日細かな

投資をしてその金銭感覚を磨いているのです。

(2) ところが日本人は投資が下手というイメージがあります。

　金融では欧米に勝てない・・・。しかし、1730 年（江戸時代）には、アメリカのシカゴで誕生する 100 年も前に「商

品取引所」が存在していた。当時大阪に出回っていた現物の「米」は 200 万石。ところが、2 時間で 120 万石の取

引があったと井原西鶴は記している。「なぜこんなことができたのか？」「現実には無い米が売買されていたというこ

と・・・。」大阪では信用取引という現実にない商品を売買する仕組みが世界に先駆けて発明されていたのです。そこ

で 1300 人くらいの今でいうトレーダーに当たる人達が「一手千両の花が咲く」と表現されるほど儲けて、市場は活

況を呈していた。日本人は世界に先駆けて投資のシステムを開発し運用していた。

(3) また、『無尽』という庶民の間で、お金を融通しあう一種の小口金融みたいなものもあった。仲間が集まって、金

を出しあい、お金を融資して欲しいという人に金利を乗せて融資していた。

(4) このように日本人の経済観念は素晴らしく、その基本となるものが教育だったようです。日本の教育水準は江戸時

代が最高で、この時の寺子屋制度を応用、変化させて明治時代の小学校が作られたと言われております。

　日本では「騙すな！」と教え、シナ大陸では「騙されるな！」と教えられた。また、それは先祖代々続いてきた家

名に傷をつけないようにということでもあった。これから｢家｣を受け継いでくれる子孫達にこの「信用と信頼」を代々

受け継いでもらいたい。「名」「名誉」こそが、全てである。この思想は「武士の精神」だけではなく、「商人の道徳」、「農

家の生き方」にも、「一般庶民」においても受け継がれた。

　日本の経済の発展は日本人の生き方の影響が非常に大きかったようです。

■ 四つのテスト/今野文明 会員
　「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
なし

■ 同好会協力金の贈呈
野球同好会
　…宮川忠士監督
ゴルフ同好会
　…飯高喜代志会長代理


